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スケジュール表にありますように，15 時を目途に第 2部を終了して，10 分休憩を挟んで 15

































































財政と公共政策　第 34 巻第 2号（通巻第 52 号）2012 年 10 月








続く周辺整備事業費 14 億円については大阪府など下流自治体が負担するということ，以上 3
点について，上下流自治体が国を通すことなく水平的に連携して合意を作り上げました．これ
はたいへん画期的なことで，今後の日本の水管理ガバナンスにとっても大変的なことだと思い
ます．
司会：
ありがとうございました．引き続きまして，日本大学の沼尾先生よろしくお願いいたします．
第 2報告
「水源地域における水資源の保全と財政負担」
日本大学　　　　　
沼尾　波子　先生
日本大学の沼尾です．執筆を担当した水源地域における水資源の保全と財政負担について，
お話させていただきます．
始めに，本報告の問題意識についてです．水は，私たちの生命の維持に欠かせないものであ
ると同時に，食物生産，工業生産，エネルギー生産に欠かせないという点で，経済発展にも大
きく寄与する存在です．ただ，その半面，時には河川の氾濫等を通じて，大規模な災害を引き
起こす．このような水について，その保全と管理の担い手，費用負担の在り方をどのように整
理をすればいいのか，考えてみたいということです．
まず，人間と水とのかかわりについて，「治水」「利水」「保水」という整理で考えてみます．
私たちは，水を管理，あるいは利用するという視点で水と向き合ってきた．そして，それに
かかる公的支出を租税負担等で賄ってきました．水に関係する日本の財政支出の項目を見ると，
治水事業，利水事業となっています．
一方で，「保水」という考え方がある．これは 1977 年に宮本憲一先生が，もう治水，利水だ
けでは駄目だと．保水という考え方を提起すべきだということをおっしゃったのです．この当
